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第５回世界閉鎖性海域環境保全会議のアウトライン決定！�

＜参加登録はホームページから＞�
�　会議への参加希望者は、事前にＥＭＥＣＳ２００１ホームページ又は、参加登

録用紙の郵送・ＦＡＸによる参加登録が必要となっています。参加登録には、
全会議に参加できる「全日登録」と会期中の１日のみに参加できる「１日登録」
があり、登録料は▽全日登録＝一般２万円、学生１万円　▽１日登録＝一般３千
円、学生２千円となっています。（１０月１８日までに登録）�

■お問い合わせ先■�
　第５回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会事務局�
　ホームページＵＲＬ：�ｈｔｔｐ：//ｅｍｅｃｓ２００１．ｊｔｂｃｏｍ．ｃｏ．ｊｐ�
　Ｅ-ｍａｉｌ：�２００１＠ｅｍｅｃｓ．ｏｒ．ｊｐ�
■申し込み先■�
　ＥＭＥＣＳ２００１登録事務局�
　〒５３０-０００１ 大阪市北区梅田２-４-９ サンケイビル本館６F�
　(株)ジェイコム企画情報室内�
　ＴＥＬ：０６-６３４８-０８１５　ＦＡＸ：０６-６３４８-０１７５�
　Ｅ-ｍａｉｌ：ｅｍｅｃｓ２００１ｒｅｇ＠ｊｔｂｃｏｍ.ｃｏ.ｊｐ�

第５回世界閉鎖性海域環境保全会議のアウトライン決定！�

１．発表要旨応募状況�

（１）応募総数３０２点�

（２）国内外別�

国　内� 海　外� 計�
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１５� １８� ３３� １０．９％�どちらでもよい�

１６６� １３６� ３０２� １００％�計�

（４）発表要旨募集テーマ別（第１希望）�

国内�海外� 計�

３３� ３０� ６３�
テーマ１：沿岸域におけるモニタリングと環境�
　　　 情報の果たす役割�

４３� ４６� ８９�テーマ２：陸域と海域の相互作用と理解�

５６� １９� ７５�テーマ３：沿岸域の環境修復・創造と都市再生�
　　　 に向けた取り組み�

１３� １７� ３０�テーマ４：沿岸域の環境保全と環境教育・実践�
　　　 活動�

２１� ２４� ４５�テーマ５：沿岸域環境管理における参加と連携�
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１４．９％�

１００．０％�計�

　実行委員会では６月３０日まで発表要旨の募集をしていましたが、総数３０２件

もの応募を頂きました。これを受け、実行委員会プログラム部会では「発表要旨

審査のための作業グループ」を設け、公正かつ厳正に発表要旨の選定を行う

とともに会議プログラムの詳細を検討し、このたびそのアウトラインを決定しまし

た。�

�
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アフリカ�
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日　時：２００１年１１月１９日（月）～２２日（木）　会　場：ポートピアホテル（神戸市）・淡路夢舞台（淡路島）�

参加登録受付中！�

（５）採択された発表者数�
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平成 年 月 日 兵庫県公館 開催 第 回評議
員会並 第 回理事会 、貝原理事長等 退任 伴
以下 方々 新役員 選任 。

13 17９ ４
５

に において された
びに において の に い

の が として されました

理事長 井戸 敏三（兵庫県知事）
理 事 大垣眞一郎（東京大学大学院工学系研究科教授

（社）日本水環境学会会長）
監 事 高島 武郎（三井住友銀行神戸公務法人営業部長）
評議員 今井 武（関西電力株式会社取締役）

／



　「発表要旨審査のための作業グル－プ」では発表要旨の応募状況を踏まえ、選定過程で会議のプログラム構成について検討を行いました。その結果、従来の第１

～５分科会に加え、「有明海セッション」および「海洋流出油の環境影響と対策セッション」を新たに設定することとしました。�

１１月１８日（日）� １１月１９日（月）� １１月2０日（火）� １１月2１日（水）� １１月22日（木）�

参加受付登録　８：００～（ポートピアホテル）� 参加受付登録　８：００～（ポートピアホテル）�

アジアフォ－ラム�
�

９：３０～１2：３０�

瀬戸内海セッション�
９：３０～１2：００�
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設
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ＮＧＯフォーラム�
�

１2：３０～１４：３０�午後�
１2：００�
～�

１８：００�

開会式�
１４：００～１４：４０�
ポートピアホール�

総括全体会議�
１３：００～１５：３０�
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受付�
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１７：００�
�

ポートピア�
ホテル�

第１～第５分科会�
（口頭発表）�
１４：３０～１７：００�

基調講演�
１４：４５～１５：４０�

�
特別講演�

１６：００～１７：３０�
�

ポートピアホール�

閉　会　式�
１５：４５～１６：３０�

淡路夢舞台メインホール�

さよならパーティー�
１６：５０～１８：３０�

ウェスティンホテル淡路�コアタイム�
１７：３０～１９：３０�

有明海セッション�
１７：３０～2０：００�

コアタイム�
１７：３０～１９：３０�

夜�
１８：００�
～�

オープニングパーティー�
１８：３０～2０：００�

環境修復・創造エキスポ（環境修復・創造技術展）�
神戸国際展示場１号館�

サイド�
プログラム�

環境教育フェア（国際環境教育用教材展）�
神戸国際展示場１号館�
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２．プログラムの概要　�

第１～第５�
分科会�

（口頭発表）�
�

９：００～１2：３０�

海洋流出油�
の環境影響�
と対策�
セッション�
９：００～１2：３０�

第１～第５�
分科会�

（口頭発表）�
�

１３：３０～１７：００�

海洋流出油�
の環境影響�
と対策�
セッション�

１３：３０～１７：００�

３．開会式と閉会式�
開会式（オープニングパーティー含む）� 閉会式（さよならパーティー含む）�

開　会　式�

開会挨拶：近藤次郎　実行委員会会長�
主催者挨拶：環境大臣�
祝　辞：外務大臣�
　　　　スティーブ・ホールズ ＵＮＥＰ・ＩＥＴＣ所長�
お言葉：ご皇室� 閉　会　式�

総括・宣言採択�
　　：熊本信夫 運営委員長�
　　　ウェイン・ベル プログラム部会副部会長�
�
ベストポスター表彰�
次期開催地宣言�
�
閉会挨拶：井戸敏三　兵庫県知事�
閉会宣言：茅　陽一 実行委員会副委員長�

ヨーカ・ウォーラー・ハンター　ＯＥＣＤ環境局長�基　調　講　演�

安藤忠雄　建築家�
貝原俊民　前兵庫県知事�

特　別　講　演�

主催者挨拶：神戸市長�
神戸市混声合唱団�

オープニングパーティー�

主催者挨拶�
　　：近藤次郎国際エメックスセンター会長�
淡路郷土芸能�

さよならパーティー�

４．各分科会のコ－ディネ－タ－、バイスコ－ディネ－タ－、ラポター�

コーディネーター� バイスコーディネーター� ラポター�

コーディネーター� バイスコーディネーター� ラポター�

第１分科会�

有明海セッション�

第２分科会�

海洋流出油の環境影響�
と対策セッション�

第３分科会�

第４分科会�

第５分科会�

沿岸域におけるモニタリングと環境情報の果たす役割�
ジャンポール・デュクロトワ�
（英国・ハル大学欧州沿岸問題研究所長・教授）�

三村　信男�
（茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター教授）� 柳　　哲雄（九州大学応用力学研究所教授）�

デヴィッド・キャロル�
（米国ボルチモア郡環境保護資源管理部長）�

牧　　秀明�
（独立行政法人国立環境研究所
流域圏環境管理プロジェクト海域
環境管理研究チーム）�

細川　恭史�
（国土交通省国土技術政策総合研究所沿岸海洋研究部長）�

谷口　文章（甲南大学文学部教授・人間科学科長）�

調整中�

イビカ・トランビック�
（国連環境計画ＰＡＰ/ＲＡＣ‚‚ センター所長）�

松田　　治�
（広島大学生物生産学部教授）�

調整中�

岡田 光正�
（広島大学大学院工学研究科物
質化学システム専攻教授）�

盛岡　　通�
（大阪大学大学院工学研究科環境工学教授）�

グローリア・スナイヴェリー�
（カナダ・ヴィクトリア大学教授）�

ロバート・ベックマン�
（アジア－太平洋環境法センター副理事、シンガポール
国立大学法学部教授）�

瀬口　昌洋�
（佐賀大学農学部生物生産学科
浅海干潟環境学分野教授）�

趣　　旨�

　昨年の暮れから今年の初めにかけて、海苔不作が大きな社会的、地域経
済的問題として取り上げられ、有明海の環境と干拓事業との関わりなどに関
する社会的関心が高まった。�
　しかし、この海の利用者、行政担当者、周辺地域の住民ですら、有明海が
元来有する、地理的要素や生物的特性について深い認識をもっているとは
言えない。このセッションでは、有明海についてその姿を見つめ直し現在の問
題点を明らかにし、浅海干潟の特徴を含めこの海についての理解を深める。�

　平成９年１月に日本海で発生したナホトカ号重油流出事故をはじめ、世界
各国で発生する海洋油流出事故は、広範囲に沿岸域各国の環境や社会経
済に重大な被害をもたらすことが多い。そのため、国際的機関や関係各国が
様 な々対応策の検討やシステム構築並びに情報収集を行っており、また、産
官学の幅広い連携が求められているところである。このセッションでは、この
分野で活躍する研究者等の発表を中心に、海洋流出油の環境影響と対策
について討議を深める。�

ベン・ヤンソン�
（スウェーデン・ストックホルム大学名誉教授）�

大和田紘一�
（熊本県立大学環境共生学部生
態・環境資源学専攻教授）�

エルダール・オーザン�
（トルコ・中東工科大学教授）�

ウェイン・ベル�
（米国ワシントン大学環境社会センター所長）�

トーマス・ショーエンバウム�
（米国ジョージア大学法学部・ディーン・ラスク・センター
教授）�

陸域と海域の相互作用と理解�

沿岸域の環境修復・創造と都市再生に向けた取り組み�

沿岸域環境管理における参加と連携－ガヴァナンスにむ
けたアプローチ�

沿岸域の環境保全と環境教育・実践活動�
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「環境修復・創造エキスポ」と「環境教育フェア」を一緒に開催 �
�
　２１世紀の沿岸域の環境の修復・創造と都市再生に向けて、沿岸海域におけ

る様 な々最新の環境修復・創出技術とその先進事例を展示し、参加者が共に

考え、学び、連携する場として開催される「環境修復・創造エキスポ」と、明日に

美しい沿岸域を残す環境にやさしいこころ豊かな人づくりをテーマにした「環境

教育フェア」が一緒に同じ会場で開催されます。�

　最新のすばらしい技術も環境にやさしいこころ豊かな人が使えば、環境に考

慮したもっとも望ましい生活空間を造り上げることができます。環境にやさしいこ

ころ豊かな人が最新の技術を使えば、２１世紀に向けた新たな環境の修復・創

造、そして都市再生ができるでしょう。�

　そんなことを考えながらこの２つの一緒になった展示会をご覧になってみませ

んか。�

◆開催期間　１１月１８日（日）～１９日（月） １０：００～１７：００＜入場無料＞�

◆場　　所　神戸国際展示場　１号館　１階�

　　　　　　（ＪＲ三宮駅からポートライナー市民広場駅下車）�

◆問 合 せ　ＥＭＥＣＳ２００１実行委員会事務局�

　　　　　　（ＴＥＬ ０７８－２５２－０２３４）�

［環境修復・創造エキスポの特徴］�

  「沿岸域の環境、その未来」をテーマに企業、研究機関や行政機関によ
る次のような沿岸域の環境修復・創造の技術展を開催します。�
�
　　・沿岸域の緑化や階段式護岸などの親水空間の創出技術�
　　・連続した親水空間を利用したエコツーリズムプロジェク　
　　　ト�
　　・透過式構造や緩傾斜石積護岸の護岸構造への機能付加技術�
　　・パイプ式の消波透水技術�
　　・人工干潟や人工砂浜などの浅場の造成技術�
　　・人工ラグーンなどの湿地の造成技術�
　　・道流堤等の底質改善技術�
　　・藻場造成を目指した消波ブロック技術�
　　・コンクリート護岸でのカニの再生などユニークな生息場の
　　　創出技術�
　　・様々な廃水処理や水質浄化、水処理技術などの水質改善技
　　　術　等�

［環境教育フェアの特徴］�

　「子どもたちの明日に美しい沿岸域を残すために」を目的に「海と水」に
よる２１世紀を支えるこころ豊かな人づくりをテーマに環境教育へのアプロー
チを図る「環境教育フェア」をＮＧＯや市民活動を中心にした展示で開催
します。�
  主な展示は次のとおり、実際に触れ、参加し、体験できるものです。�
�
　　・ユネスコによる海外の環境教育教材や日本の各地で使われてい
　　　る代表的な環境教育教材展�
　　・環境を見据えた原風景調査・環境マップづくりの実践報告�
　　・地域の環境シンボルとしての「スナメリ」や「カブトガニ」の生態系
　　　保護・調査報告�
　　・原油流出事故展示や様 な々本物の沿岸ゴミの展示による海の環
　　　境破壊展�
　　・今話題の「センスオブワンダー」にも触れられるレイチェルカーソン
　　　展�
　　・学校や市民活動、ＮＧＯ活動でのユニークな環境教育実践事例�
　　・環境教育は公害教育から始まったことを思い出す公害の紹介�
　　・環境ゲームや世界の環境教育についてのお話し、ミュージカルが
　　　楽しめるステージ�
　　・海藻のしおりづくりや潮だまりの生物に触れられる交流広場　等�

５．特別セッション�
名　称� 概　　　要� コーディネーター� 名　称� 概　　　要� コーディネーター�

アジア�
�

フォーラム�

目的�

日時� 平成１３年１１月２０日（火）9:30～12:30

場所� 神戸ポートピアホテル�

企画�
構成�

ＡＰＮセンター／（財）地球環境戦略研究機関関西�

研究センター／（財）国際エメックスセンター�

ＮＧＯ�
�

フォーラム�

目的�

日時� 平成１３年１１月２０日（火）12:30～14:30

場所� 神戸ポートピアホテル�

実行委員会に参画するＮＧＯ団体�企画構成�

瀬戸内海�
セッション�

趣旨�

日時� 平成１３年１１月２２日（木）9:30～12:00

場所� 淡路夢舞台国際会議場イベントホール�

企画�
構成�

瀬戸内海研究会議／（社）瀬戸内海環境保全協会／�

瀬戸内海環境保全知事・市長会議�

総括の�
全体会議�

趣旨� 第５回ＥＭＥＣＳ会議全体の総括と宣言文案の討議を行う。�

日時� 平成１３年１１月２２日（木）13:00～15:30

場所� 淡路夢舞台国際会議場メインホール�

企画�
構成�

第５回ＥＭＥＣＳ会議実行委員会プログラム部会�

①アジア地域の閉鎖性海域の現状と環境保全上の課題を 

　抽出する。�

②アジア地域における閉鎖性海域の総合的アセスメントを思

　考し、関連する調査研究の現状を明らかにし、「アジア閉

　鎖性海域総合アセスメント構想（仮称）」の実現可能性を

　評価する。�

③第６回ＥＭＥＣＳ会議で重点的に討議すべき事項を抽出

　する。�

瀬戸内海という「場」を通じて研究者、ＮＧＯ、行政がそれぞ

れの立場から話題を提供し、全体の中で討議する「瀬戸内

海セッション」を開催し、これまでに瀬戸内海で何が行われて

きたか、また何が行われなかったのか、２１世紀においてどう

すべきかを検証・提起する。�

櫻井正昭（社団法

人瀬戸内海環境保

全協会顧問）�

�

ラポター：柳哲雄

（九州大学応用力

学研究所教授）�

三村信男（茨城大

学広域水圏環境科

学教育研究セン

ター教授）�

�

ラポター：谷津龍太

郎（ＡＰＮセンター

長）�

渡辺正孝（独立行
政法人国立環境研
究所水土壌圏環境
研究領域長）�
�
ウェイン・ベル（米国
ワシントン大学環境
社会センター所長）�

東梅貞義(（世界自

然保護基金ジャパ

ン）�

市民・ＮＧＯの視点や能力が未解決の閉鎖性海域の課題に

示唆を与えている姿を捉え、「沿岸域を守るＮＧＯと行政と研

究者のパートナーシップのこれから－瀬戸内海と世界の海を

守るＮＧＯ活動を通じて考える」をテーマとし、異なる地域や

世代間のパートナーシップを目指した議論を展開し、新たなＥ

ＭＥＣＳ活動のための具体的な方策を提言する。�
※プログラムの詳細並び各分科会・セッションの口頭・ポスター
　発表者については、決定され次第、ホームページ等でお知ら
　せします。�
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競合するラグーンの用途�

洪水の脅威�
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難しい選択を迫られているベニス・ラグーン�難しい選択を迫られているベニス・ラグーン�

「ラグーンのためのフォーラム」�
会長　アルド・マノス�

統一見解を探し求めて対立するラグーンの用途�統一見解を探し求めて対立するラグーンの用途�

　　　　　　　　 活動紹介�

主な湿地�

4

ベニス ラグ ン

は の である

アドリア の に してい

る キロメ トルのラ

グ ン です この

さな が である は

このラグ ンの さな こそ

が も から な

の であり また な

の であり そして

な のモデルでありつづけて

いるベネチア が された

に ならないからです そのユニ

クな や のコレクションを めて の

が れます

ベネチア は の き りには ラグ ンの なバランス が

できるかどうかにかかっていることに に づいていました

にわたって が の な や が で が

れるのを するための さらには い およびラグ

ンと を ける の を してきました の の

で このように もの や を している は

にありません

しかしその の な つまり する な の が

していることが の の を めています ラムサ ル

によりこの は に だと されましたが のほんの

しか に として されていないのが です それにも

わらず この では の から する

イタリア の や な

の からの の や の が こっ

ています

になってようやく は に する

と に する の や に する

を しました に ってくる の り のふるさとで

あるベニス ラグ ンの と の がこの に

します

ベネチア とベニス ラグ ンは

や られた の に する などで まされています

からの や ガスの み げを した

はおさまりました

は として やラグ ンを かしています い は

がなく や は なおベニス ラグ ンに

しています これらの を し する がヴェネト に

おいて されていますが この が するのに もの を

し ドル がかかります しかし ラグ ン

の ブレンタ へ する の さ

の の の に する な は されていません

の が した の といえば を った

による でしょう のプラットフォ ムは で に かっ

て し に い むように り がります の は

も すると や に な を え に をもたら

す となります この センチの が な と

な の になります が に すると の

が することになります だとパ センテ ジは に

だと に ね がります

には に られ による が

を しました は のほぼ に いかかり なサ

ンマルコ の では が かる の によって ガス

の の や オイルが するほどの に われまし

た それに いて な からこのような の を するた

め の を する の が されました

でイタリア の は ラグ ンの を ねず ベニス ラ

グ ンとベネチア はユネスコの です かつ に に

を えない によってラグ ンに が するのを すると

いう について の を し けてきました

された は の サイズのケ ソン

の にちょうつがいを け におよぶケ ソンがラグ

ンとアドリア をつなぐ つの り を じるよう にスイングでき

るようにしたものです

いずれの にしてもベニス ラグ ンに える での は

たった つしか げられていませんでしたが この が なのか

どうかということに して も の は や で

の を って していました イタリア はこの の

に むようゴ サインを すと しました

の は もしこのようにラグ ンを して

しまうと ラグ ンの に な を ぼすかもしれない

ということにあります しかし この を している の

の には ラグ ンの な をするよう めら

れています その ラグ ンには の の と

に による が するかも れないという が っ

ています

の する はラグ ンの を してしまいました え

ば ベネチア も に のほぼ は め て に

されました キロメ トルを えるラグ

ンが め て となり われました

・ ー （

） 、地中海 一部

海 最北端 位置

面積 平方 ー

ー （潟湖） 。 比較的

小 地域 重要 理由 、

ー 小 群島上

、一千年以上 昔 巨大 貿

易大国 中心 、 偉大

文明 発祥地 、 持続

可能 町

市 建設 場所

他 。 ー

建築物 芸術作品 求 毎年 千 万人 観光

客 訪 。

市 、街 生 残 、 ー 繊細 維持

常 気 。過去

年 、特別機関 生態系 十分 管理 内部水路 沈泥 塞

防止 河川改造、 細 陸地部分 ー

外海 分 砂地部分 補強 実施 。世界 沿岸域

中 、 世紀 間環境研究 環境管理 持続 所

他 。

他 様々 要素、 競合 様々 沿岸域 用途 共

存 近代 専門家 関心 集 。 ー 協定

湿地 国際的 重要 提唱 、湿地 一

部 公式 保護地区 指定 現状 。

関 、 湿地内部 、 平方 排水域 流出 農業

用水、 化学工場 巨大密集地帯 主 港・石油基地・養殖場・

漁場・甲殻類 養殖・採集場 工業排水 流出 不慮 流出 起

。

年 月 、政府 生息地 関 指令

鳥 関 指令 下、地域名所 特別保護地区 関

法令 認定 。冬 戻 十万羽以上 渡 鳥

・ ー 外海 湿地 半分以上 特別保護地域 相

当 。

市 ・ ー 、地盤沈下、汚染、高潮、産業事故

海運事故、限 空間 用途 関 論争 悩 。

特定地域 地下水 天然 汲 上 停止 結果、地盤沈下

。

汚染問題 依然 街 ー 脅 。古 街 下水

道処理施設 、工業排水 農業排水 今 ・ ー 流

入 。 排水 回収 、処理 計画 地区

展開 、 計画 完成 年 年月 要

、 万 程度費用 。 、処理済用水（ ー

内 用水、 （ ） 流入 用水、河川付近 用水、長

ｋｍ 海洋出口 用水） 処分 関 重要 決定 下 。

多数 観光客 目撃 一番 自然災害 、街一帯 襲 高

潮 洪水 。木製 ー 、高潮 人々 向

直立 逆方向 追 込 盛 上 。 階 部分 何時間

浸水 、店 建物 構造的 損害 与 、経済 大損失

結果 。 時、数 差 『不思議 現象』 『深刻

問題』 分岐点 。潮 海抜 達 、街

水没 。海抜 ー ー 、

跳 上 。

年 月 日 、南風 長時間煽 相乗効果 高潮 最高

潮 記録 。洪水 街 全域 襲 、有名

広場 店 膝 浸 程 浸水 停電、水道・ ・

電気 本管 破壊 加熱用 流出 災害 見舞

。 続 国際的 要請 災害 再発 防止

多額 基金 提供 一連 特別法令 制定 。過去 年間

企業 国際借款団 、 ー 景観 損 （ ・

ー 市 世界遺産 ）、 過度 海運業

影響 与 方法 ー 高潮 流入 阻止

手段 最良 解決策 研究 続 。

提案 解決策 、 個 × × ー （潜

函） 底部 付 、全長 ー ー

海 入 口 封 垂直

。

解決策 ・ ー 与 環境面 影響

一 挙 、 解決策 得策

関 、何年間 地元 自治体 費用面 環境面

考慮 巡 分裂 。先頃、 政府 計画 詳

細段階 進 ー 出 発表 。

環境保護専門家 懸念 、 ー 長期間閉鎖

、 ー 生態系 再生不可能 影響 及

。 、 計画 財政上管理 法律

主旨 中 、 ー 自然的・生態的 完全保護 定

。 上、現在 ー 、世界中 低地 沿岸域 同様

、地球温暖化 海面上昇 発生 知 危険 迫

。

多数 競合 活動 ー 一部 浸食 。例

、 国際空港 同様 産業地域 全域 埋 立 地 建設

。 年代初期以来、 平方 ー 越 ー

埋 立 地 失 。
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ラグ ンでは の では け れられるような でも の

をひどく する があるという から する は

な の で われています えば さい その で

ベニスのゴンドラは も ですが は にして モ タ ボ

トで する に られ する があります

や は の や のために な を

んでいますが の している は に に で

きる らで んだ がいいと います

における は に した における

の も に で のかなり い まで んでいます

のある では コンビナ ト つが に ぼすダメ ジを ら

かにしようとし は リラ ドル という を

しましたが まだその は っていません

や は で しうる です の も ら

しい の にほど いラグ ン で する

のリスクは しにくいものですが つの が の に い

リスクを ぼし また の であることを える

と は に と えます リスクを なくすることは だけ

でなく のコミュニティにとって できない なのです

このような において は ながら できません

としては で のラグ ン に

の したことで タンカ の はすでに にかなり

な を ぼしています が くなった は の スピ

ドを させ ラグ ン にある が する りが くなる

を させました その の が な にま

でなりました

ラグ ンは また が なことから きがとれなくなって

います ベネチア の は である

つにラグ ンの を ねることもで

きましたが この の は つの つの

つの といった の に されており また がラグ

ンの を っています えば な の は それぞ

れ を そしてベネチア によって

されており ボ トが する にこれらの を るよう

になっています

このような な の ラグ ン を の として

し に を ち け また のある から

を ていくに たり の は になっています ベニス

ラグ ンの な は な ではありません

の わりが であり その はまだ たばかりです

のアジェンダ

した ラグ ンのためのフォ ラム

は されたラグ ン に する が く け

れられるための として ラグ ンに する や を

としています

フォ ラムは な がラグ ン の を

つ として されるよう しています しかし イタリアには

このような がなく な が く している において

は に する は できません

からの や を く していくため フォ ラム

は ミネソタ の

と を び にベニス ラグ ン を

しました

フォ ラムは の とも に のように と の

や の を んじる の と じような を びた

いと えています フォ ラムは に する に していくとと

もに じかねる は の を しています や から

の の し も しています

フォ ラムのイニシアチブの には の

ネットワ ク にやさしい をアピ ルするため かつて

てられた サン ジョルジオ マッジョ レ の びに

エコ やラグ ンのことが くわかるベニス ラグ ンセンタ な

どがあります さらなる はフォ ラムのウェブサイト

にアクセスすると できます

に ベネチア のためベニス ラグ ンの に する を

つことによって を き ラグ ンのバランス のため

となった な を しました の がベネチア の

として されると の に わる な や

な の は に されました め がラグ ン

は に しい だと えていた は を するた

めの として されました

に り において がもたらす を する

ことは の において な となっています の

たな である の と びつき この しい は

ベニス ラグ ンに の しいやすらぎを えることでしょう

アルド マノス は の は であり

と の を めました は イタリ

アベネチア に を く ラグ ンのためのフォ ラム の

に しています

ー 、他 沿岸域 受 入 影響 、他

用途 妨害 可能性 理由 、競合 各用途

限定的 自由 下 行 。例 、小 平底船（ 中

最 有名 ） 、往々 高速 ー ー ー

発生 波 煽 転覆 危険性 。

漁師 環境保護専門家 、魚 繁殖 水循環 自然 海底 望

、甲殻類 養殖 商売人 、機械的 容易 養殖

平 澄 海底 言 。

工業地域 土壌汚染 、工業地域 面 広範囲 海底

堆積物 同様 深刻 、土壌 深 所 及 。先頃

訴訟 、産業 ー 環境 及 ー 明

、州検察官 億 （約 億 ） 額 提

示 、 判決 下 。

汚染 高潮 視覚的 算定 脅威 。一方、世界 最 素晴

芸術作品 密集地 近 ー 内 発生 産業・海運事故

算定 、 工場 周辺 住民達 高

及 、 管轄 考

事態 同様 深刻 言 。 少 、地元

世界全体 回避 課題 。

浅海 油流出事故 当然 容認 。

年代後半、天然水路 平均水深 ー 内 水深

浚渫 、石油 ー 交通 生態系 物

理的 影響 及 。水深 深 海溝 、潮 流入 ー

加速 、 ー 水底 潮 後退 時、水通 良

運動 増進 。 結果、海中堆積物 減少 危険 状態

。

ー 、 行政組織 複雑 身動

。 共和国 君主 権威的組織 水行政官（

）一 ー 管理責任 委

、現在、 独特 生態系 地方自治体、 州、

地方 複数 行政機関 管理 、 省庁 ー

管轄権 持 。例 、様々 運河 水上交通 、

管轄区 地方自治体、交通省、 港湾当局 管理

、運搬 ー 回往来 毎 管轄区 通

。

複雑 状況 中、 ー 問題 現在進行形 課題

維持 、国際的 関心 保 続 、 関連 国際的経験 貢献

得 当 、 役割 大変重要 。

・ ー 持続可能 開発 純粋 技術的問題 。地元

住民 関 重要 、 手段 最近出来 。

（例：地元 ）

年設立 「 ー ー （

）」 、提案 ー 問題 対 解決策 幅広 受 入

財団 、 ー 関 情報交換 参加促進 業

務 。

当 ー 、特別 行政組織 ー 全体管理上 最重要権威

持 機関 設置 提案 。 、

前例 、生産的 活動 広 普及 地域

、国立公園 関 法令 適用 。

外部 専門知識 資源 幅広 活用 、当 ー

、 大学 （

） 協定 結 、米国 ・ ー 財団 共同設立

。

当 ー 、他 機関 、特 日本 先進技術 自国

歴史 伝統 価値 重 国 機関 、是非同 協定 結

考 。 ー 情報 関 依頼 対応

、応 場合 最良 機関 紹介 。個人 財団

援助 申 出 歓迎 。

当 ー 中 、環境教育、関連職業情報 国

際 ー 、地球 技術 ー 、 見捨

小島・ ・ ・ ー 島 復興計画、並

博物館 ー 良 ・ ー ー

。 情報 ー

入手 。

常 、 市 ・ ー 機能 関 統一見解

持 計画選択 導 、 ー 維持 必要

高価 干渉 正当化 。港 機能 市繁栄 基

盤 理解 、河川 方向転換 関 莫大 公共事業 強力

海 要塞化 完全 正当化 。 世紀初 、大方 ー

生産性 乏 荒廃地 考 頃、干拓 産業化 推進

手段 正当化 。

今 世紀 入 、人口密集国 自然 恩恵 理解

生活 質向上 不可欠 要素 。経済発展

新 原動力 汚染減少活動 普及 結 、 新 見解

・ ー 生命 新 与 。

・ 氏 、元国連環境計画 事務局長（今 退職） 、

環境基金 地中海行動計画 事務所長 務 。彼 現在、

市 拠点 置 「 ー ー 」 会

長 就任 。
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この は システムの

のコンセプトに づき されました この について つのプ

レゼンテ ションが され ヨ ロッパ から

の など の がタイムリ な

を いました

すべての において アプロ チが となりました

は の は に なので に するのは

ではないことを するようになり このことをテレサ バスコンセロ

ス ポルトガル ポルト は に しました はある

の よって される がどのように の な

を させ いかに プランクトン と

の に を ぼしうるかを しました

の が することは と の にとって

な をもたらすので に と えます このことを における

の を するジャンポ ル デュクロトワ とアレックス イ

バドン に ハル バ ナ ド シルバンド フランス

が しました らは の は に

を ぼし が に カドミウムなどの の に

することを しました

アプロ チを いると の の について

が き りになってきます ハンバ の について ティム ジッ

ケルズ アングリア は い を し そ

の で は が て の や の に さ

れ していると しました の によると

から と に が することでハンバ の は さ

れていました この の が しているために に

ハンバ は にわたって した から の を し

ている となっています

から こる の と を させ

る と することは です ウェイン ベル ワシン

トン が づけたように チェサピ ク は に

によって からの による の を さえた

ことで の をほぼ しました これらの には のため

の のグレ ドアップとリンのための リン の

も まれます が が の に し にこ

ういった を していくことは から する に

おいて な となっています

アラン ラウンセンド ハル は システムにおけ

る をモニタリングするのに な しい を

しました しかし は だけではもはや であり に

の を する があるのだと べました に する

は しうる の を てない なので なお の

に する には が です

ではどんな でしょうか のある なのでしょうか そ

れとも なものでしょうか ボブ パイラ は

による を に けている のティ について

らしい を いました この は

からの により んだも でした しかし の と

の が びつき この を の に しました の

を しながらも パイラ は の い みがない は に

して に される で きな は げられない になると

べました この の のアプロ チは チェサピ ク

の でもあります がハンバ に ぼす を した

ジョン ウィルソン ブリティッシュ ペトロレアム

ケミカルズ は は である を すべきだと べま

した この が け れられれば より な での

の が になるでしょう

としての に つ たなツ ルとして

や によるリモ ト センシング システムの

インタ ネットでの の などが です ジャック ハ ディ

スティ ハル は の が に

できるよう するため の からの を する

プロジェクトを しました この はユ ザ が に る

よう である があります これは なデ タを でない

が るような に することこそが な です

もしこの が ならば は と えます フィル

ラスト ル ハル は より きなヨ ロッパ

が できるよう における のための を

しています これは を とした にとって に らしい

ツ ルとなるでしょう また や にも させる があ

ります アプロ チを った への い は な

を が に でき また の が なく でき

るように ある に していくことです

わりに だけが の の を めても とは

えません は かれ なかれ に しているので

す がこの を け めることが れば の

として や と する となるでしょう アプロ

チは に の のための の ではないのです

が きていくための なのです

この は エメックスセンタ から を きました

エメックスセンタ が に している の に け

が を し

しい えを み す なフォ ラムとして されていることに

の を します

会議 、沿岸 化学的流動（ ）（流入、内部挙動、流

出） 基 構成 。 流動

ー 発表 、英国、 ー 大陸、米国、日本

学生、研究者、環境管理者 名 参加者 ー 情報交

換 行 。

発表内容 生態系 ー 中心 。我

々 、生物同士 相互作用 非常 複雑 個々 管理 容易

認識 、 ・

女史（ ・ 大学） 見事 論証 。彼女

複数 藻類 放出 滲出物 微量金属 生物学的

活動 変化 、 植物

成長 影響 及 説明 。物理的環境

下、有機物 相互作用 、栄養分 毒物 流動 重要

影響 同様 複雑 言 。 北海

高潮 作用 研究 ー ・ 氏 ・

氏（共 英国 大学）、 ー ー ・ 氏（

・ ） 説明 。彼 、堆積物 物理的性質 生物相 影

響 及 、生物相 同様 亜鉛・ 重金属 維持 作

用 発見 。

生態系 ー 用 、今日 状況 起源 歴史的観点

浮 彫 。 ー川 河口 、 ・

氏（英国・東 大学） 大変興味深 研究 発表 、

中 彼 、生態系 全 分水山脈 森林伐採 潮湿地 減少 影響

変化 説明 。彼 分析 年前、北海

堆積物 共 栄養分 流入 ー川 生産性 維持

。今日、 堆積物 流入 欠乏 、逆 、

ー川 広範囲 変化 流域 大量 栄養分 流出

結果 。

点汚染源 起 汚染物質 管理 拡散（非点）汚染源 減少

必要性 比較 簡単 。 ・ 氏（米国・

大学） 関連 、 ー 湾計画 、主 点汚染源

管理 流域 人為改変 栄養分 流出 ％押

計画 目標 達成 。 管理 、窒素

廃水処理施設 ー 有 洗剤 使用廃止

含 。 ％ 樹木、 ％ 農地 河口 関 、無期限

削減 継続 拡散汚染源 発生 汚染管理

重大 挑戦 。

・ 氏（英国・ 大学） 、自然

化学汚染物質 利用可能 新 分析技術 概

説 。 、彼 検出 不十分 、実際 生

物 活動 測定 必要 述 。汚染管理 関 決

定 、 実践 最良 科学 待 状況 、 多数 沿岸

域 関 政策決定 予防原則 必要 。

政策 ？法的強制 規制 ？

自発的 ？ ・ ー氏（英国・環境省） 、

産業 影響 深刻 受 北海体系 ー川河口 素

晴 発表 行 。 年代後半、 体系 以上

下水流出 死 同然 。 、政府 政策 産業

界 協力 結 、 体系 元 状態 戻 。政府 説得力

認識 、 ー氏 、産業 囲 込 規制 往々

広範囲 適用 法律 大 進歩 遂 結果

述 。 種 参加型 ー 米国・ ー 湾計画

特徴 。産業界 ー川河口 及 影響 発表

・ 氏（英国石油会社・ ・

・ ） 、産業界 汚染源 事実 認識 述

。 見方 受 入 、 効果的 共同 汚染管理計

画 展開 可能 。

現在、生態系 沿岸域管理 役立 新 ー 、人口

衛星 飛行機 ー ・ 、地理的情報 分析、

ー 情報 共有 利用可能 。 ・ ー

氏（英国・ 大学） 、産業化学工場 管理者 事故時 緊急

対処 大気予報 、複数 情報源 情報 統合

紹介 。 予報 ー ー 簡単 理解出来

実質的 必要 。 複雑 ー 科学者

人々 理解出来 情報 翻訳 重要 挑戦 。

翻訳 挑戦 、 教育 解決策 言 。 ・

ー 氏（英国・ 大学 ） 、 大 ー 共同

体 利用 環境化学 遠隔学習 測定基準 開発

。 大学 基盤 課程 非常 素晴 学

習 ー 。 一般市民 学徒 普及 必要

。生態系 ー 使 環境教育 幅広 挑戦 、複雑

情報 一般市民 容易 理解 、 学校 教師 問題 教育

意味 環境質指標 統合 。

終 、産業界 沿岸域 水質悪化 原因 認 十分

言 。我々人間 皆、多 少 、問題 関与

。我々一人一人 事実 受 止 出来 、解決策 一

環 産業界 政府 協同 出発点 。生態系 ー

単 世界 沿岸域管理 政策方針 概念 。生

物 生 手段 。

会議 国際 ー 一部支援 頂 。国際

ー 危機 瀕 閉鎖性沿岸域 保全 向 、政

策決定者、科学者、教育者、民間企業人、一般市民 情報 共有 、新

考 生 出 有意義 ー 尽力 、

会議参加者一同、感謝 意 表 。
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優先行動計画 地域活動

ー（ ） 、 年以上

国連環境計画（ ） 地

中海行動計画（ ） ー

一 国

活動 続 。 名

示 、 ー 任

務 、地中海沿岸域 地中

海行動計画 優先行動 一部 実

践 。 ー 事務

所 、 年 完全 再建築

荘厳 建物

・ 中心的歴

史建築物 （ ）宮殿 中心部 、小

規模 有能 ー 勤務 。

年 間、様々 優先行動（土壌保全、水資源管理、海洋資源管理、

人間居住管理、観光、再生可能 ー資源管理） 対処 後、

年間、 活動 持続可能 地中海沿岸域 開発 目標

。最新 世界 動向 知見 従 、 沿岸

域統合管理 活動 主軸 、 分野 地中海地域 組織 先

導 成長 。沿岸域統合管理（ ） ー 、

持続可能 沿岸域開発 政策 活動 発展 概念

ー ー 幅広 認識 。 恒久的 積極的

計画 管理 、環境 開発 密接 相互関係 理

解 基 、天然資源 最適利用、生物多様性 保護、

沿岸域生態系 生産性 保全、 沿岸域 様々 経済界 活

動 調和 目指 。

沿岸域管理計画（

） 個々 天然資源 関 他 計画 通

、 多様 学際性（ ） 実行

。 主 ー 適

用 、選定 地中海沿岸域 現実的 沿岸

域管理 実践 目指 。 年～

年 間、以下 諸国 各 構成

沿岸域管理計画 実践 ：

（ 沿岸）、 （

湾）、 （ ー 島）、 （ 沿岸 ）

（ 市 ） （ ー

湾 ）。 （ ） 年

、 年 月

完成 。計画 第 、

、 、 、 、 各国

準備 共 年 始動 。

成果 、持続可能 開発 関 地中海委員会（

）設立 貢献

大 、活動範囲 地域～国 地域 変

、 新 戦略的次元 。持続可能 沿岸域

管理、都市管理 持続可能 都市開発 関 作業 ー

、 極 重要 役割 果 、水需要管理 観光

ー 作業 大 寄与 。

最後 、 、国際機関 会社 、多数

国連組織（ 、 、 、 、 、 、 、

、 ）、金融機関（ 、 ）、

他 国際機関（ 、 、 ）

協同 。他 （ 、 ） （ ）

事業、 等 関

。

、最初 物理的・生態的 構造 中

密接 合 沿岸域 河川流域 関係 認識

始 。 認識 会議後多大 重要性 帯

。 研究報告書 沿岸域 河川流域 統合管理 向 概念

ー ー 計画指針

（ ）

中 、統合計画活動 領域 河川流域 広 関 提

案 。 指針 実践 川事業

通 行 。

持続可能 沿岸域管理 必要性 対 認識 広 目的

一連 出版物 最新 、「白書：地中海

沿岸域管理（

）」 、 最近出版 。

白書 狙 、政策選択 取 巻 論争、戦略

必要 先見性、 地中海沿岸域管理 重要 行動計

画 対 刺激剤 。報告書 最初 部

分 、地中海 地中海沿岸域 関 主 ー

掲載 。一方、第二部 、統合管理 関

行動（ 、

、 、 、

国 ） 大 取 上 。

第三部 、地中海 将来 、統合管理 持続

可能 開発 実現 政策選択 推薦事項

論 。

/

/ 20

1978

20

10 /

/

1990 1998

,

,

1999

2000

1997

,

1999

-

セン

タ は に

わたり の

のセンタ

の つとしてクロアチア スプリッ

トで を けています その

が すとおり このセンタ の

は において

の の を

することです センタ の

は に に され

た なルネッサンスの でク

ロアチア スプリットの

であるディオレテイアン の にあり

ながら な チ ムが しています

の な

エネルギ に した こ

の の は な の を

にしてきました の の や に い は

を の とし その において の を

するまでに しました のアプロ チは

な につながる や を させるための フ

レ ムワ クとして く されてきました その で な

と のプロセスは と の なつながりと の

に づいているものですが の の

の の そして における な の

との を しています

や の に する の を じ

て の な が

されています は を なツ ルとして

し された において な

を することを しています

の の における プロジェクトで さ

れる サイクルの が されました

アルバニア アルバニア クロアチア カステ

ラ ギリシア ロ ズ シリア シリア

チュニジア スファックス トルコ イズミ

ル エジプト フカ でのプロジェクトは

に イスラエルでのプロジェクトは にそれ

ぞれ しました の サイクルは アルジェ

リア レバノン マルタ モロッコ スロバキアの におけるプロジェ

クトの と に に しました

これらの は な に する

の によ

るところが きく を レベルから レベルに える

など に たな をもたらしました な

や な に する グル プにお

いて は めて な を たしており と に

ついてのグル プ にも いに しています

に は やコンサルタント をはじめ の

その の など

と しています にも や

との アフリカにおける のプロジェクト にも わっていま

す

は から な とその にあるプロセスに

よって にリンクし っている と の について

し めていました その はリオの な を びてきま

した は と の に けた フ

レ ムワ クと

の で の をいかに に げていくかに し

してきました この の テストはクロアチアのセティナ

を じて われました

な の に する を げていくことを

とした の の の のものとしては にお

ける

であり つい されました

この の いは を り く に

な また に な

に する となることです の の

では や に する なデ タが

されています では に

するイニシアチブや

のイニシアチブなど を きく り げています

そして では の と と

な を するための や につ

いて じています
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●第３回総務・広報部会開催（５月１６日）�

●第３回関連事業部会開催（５月１７日）�

●第３回運営委員会開催（５月２８日）�

●第２回実行委員会開催（６月７日）�

●第４回総務・広報部会開催（７月２４日）�

●第４回関連事業部会開催（７月２４日）�

参加経費助成方針、展示計画、応募状況、他�

および収支予算、会議の全体構成�

サイドプログラム具体案、特別セッション、他�

１２年度事業報告および収支決算、１３年度事業計画および収支予算、参加者助成他�

１２年度事業報告および収支決算、１３年度事業計画および収支予算、会議の全体構成�

１２年度事業報告および収支決算、13年度事業計画�

サイドプログラム（環境修復・創造エキスポ、環境教育フェア）、特別セッション他�

第５回エメックス会議に向けて�
第５回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会活動について（５－８月）�

第５回エメックス会議に向けて�
第５回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会活動について（５－８月）�

財団法人国際エメックスセンター活動について（５－８月）�財団法人国際エメックスセンター活動について（５－８月）�

（１） 尼崎２１世紀の森構想（仮称）に向けて�

　同構想策定に向けて、有識者による第１回懇話会が平成１３年５月７日に兵

庫県公館において開催されました。また、広く市民の意見を盛り込む観点から、

７月１０日及び８月２１日に専門部会が開催されました。さらに、この調査の一環と

して、６月１９日から２９日の間、懇話会委員や関係者がドイツ（デュッセルドルフ：

エムシャーパーク）・イタリア（ミラノ、ベニス、ラベンナ）を訪問し、これらの地域に

おける環境施策や都

市再生施策の現状を

視察調査しました。�

�

�

（２） 平成１２年度関西電力㈱委託事業報告会�

　平成１３年５月２３日、当センターが関西電力㈱より

受託した調査事業報告会が大阪市内において開

催され、大阪大学中辻教授による調査結果の概

要報告が行われました。（報告書配布は当センター

会員のみ）�

（３） 第３回評議員会・第４回理事会の開催�

　平成１３年６月７日、第３回評議員会及び第４回理事会を開催し、外務省・環境

省共管法人に向けた寄附行為の改正、平成１２年度事業・収支決算書の報告、

平成１３年度事業計画及び収支予算の補正、人事案件、規程変更の件、エメッ

クス長期事業プラン作成について議決されました。また、第５回エメックス会議

の準備状況や会員の入会状況が報告されました。�

�

�

�

�

�

�

�

（４） 国際協力事業（ＪＩＣＡ）研修生来所�

　平成１３年６月８日、広島大学が受け入れている�

ＪＩＣＡ研修生１０名が来所し、当センターの活動紹

介の説明を受けました。�

�

（５） 第２回科学・政策委員会の開催�

　平成１３年６月１４日、第２回科学・政策委員会を

開催し、第５回エメックス会議の進め方や将来のセ

ンター活動について討議を行いました。�

�

�

（６） エメックス国際セミナー「環境教育」の開催�

　平成１３年６月１５日、エメックス国際セミナー「環境教育」を開催しました。津

野洋京都大学教授をコーディネータに基調講演にはトーマス・ショーエンバウム

教授、続いて、ジャン・ポールデュクロトイ教授、ベン・

ヤンソン教授、ウェイン・ベル博士からの報告が行わ

れ、質疑応答では、会場の約８０名と各講師との間

で有意義な意見交換が行われました。�

（７） 環境修復パッケージ化事業について�

　環境省より助成を受けることとなった環境修復パッ

ケージ化事業を円滑に進めるため、プロジェクト委員会（座長　上嶋　英機氏）

を平成１３年８月２９日に立ち上げました。同委員会では、今後、尼崎港をフィール

ドに様 な々環境修復技術の適用並びパッケージ化を検討します�

（８）　こどもエコアジア太平洋会 

　　　議へのパネル出展�

　平成１３年８月３０日に、環境省等が

主催するこどもエコアジア太平洋会議

において、当センターの活動を紹介す

るパネル展示を行いました。�

8

（ ー ー 再生紙 利用 。）このニュ スレタ は を しています

事務局 知からのお らせ

会 員 入 会 案 内 《年会費》

《特 典》

投 稿 募 集

の ご

財団法人国際 ー 、行政・研究者・事業者・市民等 各主

体間 有機的 構築 、国際的 学際的 交流 推進 、

調査研究及 研修 実施並 活動 対 支援等 事業 行 、 閉鎖性

海域 環境 保全・創造及 多様 自然 人間 共生 持続的発展 可能 社

会 構築 寄与 目的 。

目的 活動 当 ー 発展・充実 、 賛同

協力、 参加 心 待 。

、 近 方 是非、本会 紹介 。

当 ー 主催 共催 ー等 優先
的 参加 。
当 ー 有 最新 情報 提供 受 。
当 ー 実施 調査研究 形成 参加

。
※入会 希望 方 、財団法人国際 ー事務局

問 合 。

閉鎖性海域 関 研究 会議等 読者 情報提供 待 。（謝金・原稿料 。）

エメックスセンタ では の

の ネットワ クを し かつ な を するとともに

び の びに に する の を い もって

の の び な と が する が な

の に することを としています

この のために する センタ の のため ご いただけるみ

なさまのご ご を よりお ちしています

また みなさまのお くの にも をご ください
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センタ が または するシンポジウムセミナ に
に することができる
センタ が する の の を けることができる
センタ が する プロジェクトの などに で

きる
を される は エメックスセンタ まで

お い わせください

に する や の からの をお ちしております はありません

び

財団法人 国際 ーエメックスセンタ
615-0073 1 5-1
TEL:078-252-0234 FAX:078-252-0404
HP : http://www.emecs.or.jp E-mail : secret@emecs.or.jp
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